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ライオンズクラブ国際協会 ３３６－B ６R １Z 

   

地 区ガバナー スローガン   『 Ｗe Ｓｅｒｖｅ！へのビジョン』 

笠岡東ライオンズクラブ スローガン  『 原点回帰・次世代へ繋ぐ奉仕の輪 』 

国際協会モットー 『“Ｗe Ｓｅｒｖｅ”われわれは奉仕する 』  
国際会長 グドラン・ビョート・イングバドター （アイスランド） 

YCE 派遣生 加藤 真智さん帰国報告 １１月２１日（水）笠岡グランドホテル ３F 

   2018-2019 年度 第５号 

336-B 地区アクティビティ・スローガン『“誇り”と“絆”そして“思いやり”』 

１１月 
L 藤井 和男 (S19,11,24) 

L 伊藤 輝明 (S20,11,27) 

L 奥家 宏明 (S35,11,4) 

L 塚本 経重 (S37,11,19) 

L 奥野 英知 (S45,11,8) 

 

誕生日 おめでとう 

マイルストーン･シェブロン･アワード贈呈 

40 周年 L 伊藤 輝明 

40 周年 L 大津谷 雅一 

35 周年 L 豊池 勇 

15 周年 L 清水 明 

10 周年 L 奥家 宏明 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様こんばんは、 

このたび笠岡東ライオンズクラブ様のおかげで大変貴重な体験を 

させて頂き、本当にありがとうございました。 

それでは台湾での体験談を聞いてください。 

台湾に２０日間ホームステイをしてみての感想は、突然違う国の家族に 

入っていくのは難しいと思いました。 

言葉も違うし生活リズムも違うので、慣れるまでとても大変でした。 

私がお世話になった家族は、２０日間ほとんど観光地を巡っていました。 

ホストファミリーが住んでいる町には行ったけど、家には行かずにホテル 

に泊まったりおばあちゃんの家や民宿やいとこの家に泊まっていました。 

２０日間のうちに台北、台南、台東、高雄、台中に行くことができました。 

有名な観光地だったり、地元の人しかいないようなところにも行くことができ、台湾の温泉にも入る 

ことができたので、よかったです。 

ホストファミリーとのコミュニケーションは英語やスマホのアプリでやりとりをしていたので、 

今度からは言葉だけでやりとりできるようにがんばりたいと思いました。 

食事は台湾の人は基本的に外食が多く、家で食べることはあまりありません。２０日間のうち一食だけ 

お母さんの作ったごはんを食べました。そのほかは外で食べたり、屋台で食べるものを買って家に持って

帰って食べていました。日本人と味覚が違うので、口にあわないものもありましたが、おいしいものもあ

りました。 

初めてホームステイという形で海外に行ってみて、日本と違う文化にふれてみることはとても大切なこと 

だと思いました。このホームステイで貴重な体験をすることができたと思います。 

大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花壇の花植替え 11 月 25 日(日) 海岸清掃後～  花壇の土作り 11 月 18 日(日) ８：００～ YCE 派遣生 加藤 真智さん帰国報告スピーチ 

おかやまアダプト推進事業海岸クリーン作戦 11 月 25 日(日) ８：００～ 

津山さくらライオンズクラブ認証 35 周年記念式典 11 月 25 日(日) 津山鶴山ホテル 

来賓祝辞で、あべ俊子外務副大臣をはじめ岡山県知事、津山市長のご祝辞を賜りました。 

また、祝宴では、多種多様なアトラクションが準備されており、盛大に行われました。 


